
平成29年度 平成30年度（予定）
事業実施にあたっての

課題・方向性
（ア、エ）
市域全体の状況把握・管理

市内の各関係機関の取組把握調査を実施。 市内の各関係機関の取組把握調査を実施。

（イ、ウ、オ、カ）
医療・介護関係者への支援

①訪問診療・訪問看護への他職種同行訪問研修
の実施。
②地域の医療・介護関係者を対象とした研修会の
実施。

①訪問看護への他職種同行訪問研修の実施。
②地域の医療・介護関係者を対象とした研修会の実
施。
③市医師会に在宅医療・介護連携支援コーディネー
ターを配置し、医療・介護関係者への相談支援等を
実施（島本町と共同委託）
→　①②③の取組を通じて、課題や対応策を検討

（キ）
地域住民への普及啓発

①シンポジウム「元気なうちから知っておきたい在
宅療養～かかりつけを持とう～」を実施。
②たかつき在宅療養安心ガイドブックの周知

①市民啓発用リーフレットの作成
②たかつき在宅療養安心ガイドブックの周知

（ア）
・市ホームページ上の「いばらきほっとナビ」で市内
医療機関・介護事業者の情報を発信

・「いばらきほっとナビ」地域資源・介護事業者情報の
充実

（イ）

・ケアマネジャー対象に医療との連携における課題
抽出のためのアンケート実施
・けあプロnaviを利用した、在宅医療・介護連携推進
事業の課題抽出

（ウ）
・市内訪問看護ステーションを中心とした看護師の
ネットワーク化を支援

・市内訪問看護ステーションを中心とした看護師の
ネットワーク化を支援

（エ） ・はつらつパスポート（みんなで連携編）の周知 ・はつらつパスポート（みんなで連携編）の周知

（オ）
・「茨木市在宅医療・介護連携窓口」を設置し、医療・
介護関係者への相談支援を実施

（カ）
・介護関係者を対象に「医療に関する研修会」を実
施

・多職種連携研修会を実施

（キ）
・シンポジウム「茨木市における在宅療養の展望～
いつまでも茨木に暮らせるように～」を実施

・市民啓発用「在宅療養ガイドブック」の作成

（ア、ウ、オ）
相談窓口の設置

相談窓口の設置
・在宅医療・介護連携支援コーディネーターを配置。
　①連携シートを用いてFaxによる相談受付。（オ）
　②診療所・病院および介護事業所を訪問（ア）（ウ）
　　→　ヒアリングを実施。

（イ）
課題の抽出・検討

課題の抽出・検討（対応）
・上記の相談（ヒアリング）の中から見えてくる課題を
抽出し、「在宅医療・介護連携推進企画会議」におい
て検討する。（イ）

（エ）
情報の共有支援

・連携シートについて、市内外の事業所に周知を図
る。（エ）

（カ）
多職種間の連携研修会

多職種間の連携研修会
・チームSTEPPS研修会（カ）

多職種間の連携研修会
・チームSTEPPS研修会２
・ACP研修会

（キ）
市民啓発講座

市民啓発講座
・認知症市民啓発講座

市民啓発講座
・認知症市民啓発講座

（ア、イ、エ）
町域全体の状況把握・管理

在宅医療・介護連携に係るデータ収集及び分析
①町内の医療・介護資源をまとめたパンフレット作成
②在宅医療・介護連携に係るデータ分析及び課題の
抽出

（ウ、オ、カ）
医療・介護関係者の支援・研
修

地域の医療・介護関係者を対象とした研修会の実
施

①高槻市医師会に在宅医療・介護連携支援コーディ
ネーターを配置し、医療・介護関係者への相談支援
等を実施（高槻市と共同委託）
②地域の医療・介護関係者を対象とした研修会の実
施

（キ）
地域住民への普及啓発

町内の医療・介護資源をまとめたパンフレットの周知

（参考）在宅医療・介護連携推進事業の８つの事業項目
(ア) 地域の医療・介護の資源の把握
(イ) 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
(ウ) 切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進
(エ) 医療・介護関係者の情報共有の支援
(オ) 在宅医療・介護連携に関する相談支援
(カ) 医療・介護関係者の研修
(キ) 地域住民への普及啓発
(ク) 在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携

摂津市

島本町

・市域の医療・介護関係者と協
力し、顔の見える関係の中で地
域課題を抽出
・各取組の評価指標の検討

・継続した医療・介護の資源の
収集、把握、更新、周知
・医療と介護の連携における課
題の抽出、課題を解決するた
めの機会づくり（顔の見える関
係）
・市民への啓発（在宅療養の理
解、人生の最終段階を考える
機会）

【課題】
・医療職と介護職の間には、さ
まざまなギャップが存在してい
る。このことをいかになくしてい
くかが課題である。

【方向性】
・知識、意識、制度等における
さまざまな課題を抽出し、是正
していく。（例）研修会の実施
等。

・町内の関係者とともに、在宅
医療・介護連携にかかる課題
の抽出及び対応策の検討方法

・町域の医療・介護関係者の協
力を得ながら、切れ目なく在宅
医療と在宅介護が一体的に提
供される体制の構築

課題の抽出・検討
・平成27年度にアンケートを実施し、「在宅医療・介
護連携推進企画会議」において、課題の抽出・検
討を実施。「在宅医療・介護連携シート」を作成。
→　平成２８年度に見直しのアンケートを実施し、平
成２９年度に再度会議にかけ（イ）、改訂版の「在宅
医療・介護連携シート」を作成した。（エ）

主な取組項目

在宅医療・介護連携推進事業の実施状況

事業概要
市町名

高槻市

茨木市
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